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丸
槗 

安
夫  

氏 

逝
去

寄
居
町
名
誉
町
民

元
寄
居
町
長

丸槗氏の肖像画

丸槗氏の座右の銘
「敬天愛人」

（丸槗安夫氏揮
きごう

毫）

丸槗氏が推進した「わが町は美しく」環境美
化事業。現在も地域ごとに、熱心に取り組ま
れています。

（丸槗安夫氏揮毫）

4月22日～28日に役場庁舎に設置された記帳所

経　　歴
生年月日　昭和３年４月１日

（町議会議員）
　　昭和４２年５月～昭和５３年５月（１１年間）
　副議長歴
　　昭和５１年５月から１年間
（町長）
　　昭和５３年８月～平成６年８月（４期１６年間）
（その他公職歴）
　　昭和５３年８月～平成６年８月　寄居地区消防組合管理者
　　昭和５３年８月～平成６年８月　寄居地区衛生組合管理者
　　昭和５３年８月～平成６年８月　鉢形財産区管理者
　　昭和５５年１月～平成７年１月　寄居町農業委員会会長
（団体歴）
　　昭和５５年５月～平成７年５月　寄居地区農業共済組合理事
　　昭和５３年８月～平成６年８月　寄居町社会福祉協議会会長
（主な表彰関係）
　　平成   ３年　全国町村会長表彰
　　平成   ４年　埼玉県知事表彰
　　平成   ７年　寄居町石澤・高田賞
　　平成 １１年　勲四等瑞宝章
　　平成１２年　寄居町名誉町民推挙

　
寄
居
町
名
誉
町
民・元
寄
居
町
長
の
丸
槗

安
夫
氏
が
令
和
３
年
４
月
１６
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た（
享
年
９４
歳
）。

　
丸
槗
氏
は
昭
和
４２
年
、寄
居
町
議
会
議
員

に
立
候
補
さ
れ
て
初
当
選
。以
来
、昭
和
５３

年
ま
で
の
１１
年
間
に
わ
た
り
、町
政
の
進
展

に
情
熱
を
注
が
れ
ま
し
た
。特
に
昭
和
５１
年

か
ら
５２
年
ま
で
の
１
年
間
は
副
議
長
と
し

て
、公
正
か
つ
的
確
な
議
会
運
営
に
手
腕
を

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
５３
年
に
は
、多
数
の
町
民
の
信
望
を

担
っ
て
寄
居
町
長
に
当
選
、平
成
６
年
ま
で

の
４
期
１６
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
任
し
、高

尚
な
政
治
信
念
と
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ

て
町
の
教
育
、文
化
、福
祉
、産
業
等
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
在
任
時
に
は
、役
場
庁
舎
の
移
転
新

築
や
都
市
計
画
道
路
天
沼
通
り
線
の
開
通
、

寄
居
駅
の
橋
上
化
な
ど
の
基
盤
整
備
に
加

え
、県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
設
置
に
係
る
公

害
防
止
協
定
の
締
結
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
行

政
課
題
に
取
り
組
ま
れ
、多
大
な
功
績
を
収

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
、文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、中
央
公
民

館
や
町
立
総
合
体
育
館・ア
タ
ゴ
記
念
館
の

建
設
に
加
え
、寄
居
、用
土
両
中
学
校
の
統

合
、町
立
男
衾
小
学
校
、鉢
形
小
学
校
、用
土

小
学
校
の
増
改
築
を
行
い
、社
会
教
育
、義

務
教
育
双
方
の
環
境
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

福
祉
行
政
に
つ
い
て
は
、人
口
の
増
加
、

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、社
会
福
祉
施
設
の

設
置
が
望
ま
れ
る
中
、総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー「
か
わ
せ
み
荘
」を
建
設
し
、児
童
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
社
会
福
祉
向

上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
行
政
に
つ
い
て
は
、当
時
、都
市
圏
の

郊
外
化
が
進
み
、町
で
も
農
村
地
域
へ
の
人

し
た
。こ
の
ほ
か
に
も「
恕
―
一
以
貫
之
―
」

一
生
を
貫
い
て
持
つ
べ
き
も
の
は
恕（
思
い
や

り
）で
あ
る
、と
い
っ
た
言
葉
を
掲
げ
、当
時

か
ら
住
民
福
祉
の
大
切
さ
を
信
条
に
、町
政

の
伸
展
に
日
夜
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

丸
槗
氏
の
、郷
土
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た

尊
い
精
神
と
ご
功
績
は
、末
永
く
郷
土
史
の

上
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

口
流
入
が
年
々
増
加
す
る
中
、農
村
地
域
工

業
等
導
入
促
進
法
に
よ
り
農
村
地
域
に
大
規

模
工
場
を
誘
致
し
、地
域
住
民
の
雇
用
機
会

を
大
き
く
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

　

行
政
面
で
の
功
績
に
加
え
、平
成
３
年
に

寄
居
町
で
開
催
さ
れ
た「
第
７
回
全
国
水
環

境
保
全
市
町
村
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
は
、名
水

百
選
に
選
定
さ
れ
た「
風ふ

う
っ
ぷ
が
わ

布
川・日や

ま
と
み
ず

本
水
」を

全
国
に
周
知
し
、「
名
水
の
町
」の
礎
を
築
き

ま
し
た
。そ
の
後
、町
は「
水
源
の
森
百
選
」、

「
水
の
郷
」に
も
選
定
・
認
定
さ
れ
、現
在
は

「
水
の
三
冠
王
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
、功
績
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま

な
表
彰
等
を
受
け
ら
れ
、平
成
７
年
に
は
町

の
最
高
顕
彰
で
あ
る
石
澤・高
田
賞
を
受
賞
。

さ
ら
に
は
、平
成
１１
年
に
勲
四
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
、平
成
１２
年
に
は
寄
居
町
名
誉
町

民
に
推
挙
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、丸
槗
氏
は
漢
詩
や
書
に
造
詣
が
深

く
、そ
の
方
面
で
大
変
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。「
敬
天
愛
人
」は
西
郷
南
洲（
隆
盛
）

が
好
ん
で
書
い
た
も
の
で
あ
り
、字
の
と
お

り「
天
を
敬
い
、人
を
愛
す
」と
い
う
意
味
で
、

町
長
在
任
時
か
ら
座
右
の
銘
と
さ
れ
て
い
ま


